
令和６年 11 月７日  

 

 報道機関 各位 

 

   第４次いわき市下水道事業等経営審議会に対する諮問について 

 

 このことについて、本日、新たに第４次いわき市下水道事業等経営審議会

の委員を委嘱し、市長から同審議会に対し諮問を行いましたので、お知らせ

します。 

 

１ 日時  

  令和６年 11 月７日（木） 午後２時 30 分から 

 

２ 場所 

  市役所 議会棟２階 理事者控室 

 

３ 諮問事項 

  ○ 地域汚水処理事業の経営について 

  ○ 農業集落排水事業の経営について 

  （詳細は、別紙のとおり） 

 

４ 委員 

  15 名（任期：令和８年 11 月６日までの２年間） 

  （詳細は、別紙のとおり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務担当）              

生活排水対策室経営企画課経営企画係  

電話 0246-22-7583          



写 



【 諮 問 理 由 】 

 

 

本市においては、市全域の生活排水対策の基本的な方向性を定めた「いわき市総合

生活排水対策方針」を策定しております。この中では、市街化区域の人口集中地にお

いては公共下水道、住宅団地においては地域汚水処理施設、中山間地域の一定人口集

中地においては農業集落排水処理施設、その他の地域においては合併処理浄化槽を基

本とし、総合的な生活排水対策に取り組んでおります。その結果、令和５年度末にお

ける汚水処理人口普及率は、91.1％となっております。   

このうち、公共下水道、地域汚水処理施設及び農業集落排水処理施設に係る事業に

ついては、経営状況の透明化や経営基盤の強化を図る観点から、平成 28 年４月に企

業会計へ移行 するとともに、市民の皆様の御意見をお聴きするため、いわき市下水

道事業等経営審議会を設置いたしました。 

このような中、平成 31 年３月に設置した第２次経営審議会においては、地域汚水

処理事業及び農業集落排水事業が抱える経営課題に対して議論を重ね、事業経営につ

いての答申を頂き、当該内容を踏まえ、令和３年３月に「いわき市地域汚水処理事業

経営戦略」及び「いわき市農業集落排水事業経営戦略」を策定したところです。 

これらの事業を取り巻く経営環境は、施設・設備の老朽化に伴う更新費用の増加や、

人口減少等による使用料収入の減少が見込まれることなどにより、その厳しさを増し

つつありますが、公共下水道事業と同様に、将来にわたり「安定的で持続可能な事業

経営」が求められているところです。 

つきましては、 

・ 地域汚水処理事業の経営について 

・ 農業集落排水事業の経営について 

など、貴審議会の御意見を賜りたく、諮問いたします。 



（五十音順・敬称略）

役職 氏　名 性別 所　属　団　体　等

会長 河合　伸 男 東日本国際大学　経済経営学部　学部長

副会長 髙荒　智子 女
福島工業高等専門学校
都市システム工学科　准教授

委員 飯田　教郎 男 公募

〃 井上　久美子 女
夏井川流域住民による川づくり連絡会
副代表世話人

〃 岡　光義 男 いわき市環境整備事業協同組合　代表理事

〃 金田　晴美 男 公募

〃 斉藤　隆 男 鮫川河川敷公園管理運営協議会　会長

〃 白石　幸一 男 下小川農業集落排水処理施設管理組合　組合長

〃 鈴木　由美 女 いわき市地域婦人会連絡協議会　会計

〃 橋元　一美 女 いわき商工会議所女性会　理事

〃 蛭田　光治 男 いわき南台自治会　副会長

〃 松崎　清美 男 遠野農業集落排水処理施設管理組合　組合長

〃 馬目　健二 男 いわき草木台自治会　会長

〃 柳澤　晋 男 日本公認会計士協会　会員

〃 山田　貴浩 男 いわき地域環境科学会　副会長

第４次　いわき市下水道事業等経営審議会委員名簿

任期：令和６年11月７日～令和８年11月６日


